
目指す児童
生徒の姿

２６年度振り返り 重点目標(Plan)
活動に向けての努力事項・

主な活動(Do)
到達目標 評価基準(Check) ２７年度振り返り

アンケート実施は6月
12月。町教委報告。夜
の歯磨きなども継続し
て実施していただく。

早寝早起き朝ご
はんの定着

・早寝早起き朝ご飯の啓発
継続
・６月、１２月に実態アンケー
ト（食育と連携を一考）

望ましい生活習慣を身
につけ、精神的自立の
基礎と学習に向かう身
体をつくる。

早寝早起き朝ごはんの実
施率が８０％以上

第2水曜日の実施率を
町教委に報告
☆３月に「ニュース
デー」というアイデアを
保護者からもらう。

チャレンジデー
の実施（毎月第2
水曜日）

・名称変更
・月に１回に変更
・簡易アンケートに変更
・集計はHPで発信

望ましい生活習慣を身
につけ、精神的自立の
基礎と学習に向かう身
体をつくる。

チャレンジデー実施率85%
以上（生徒への聞き取り）

読書を通して、多様な
価値観に触れる。

生徒・教師とも１月の読書
冊数が３冊以上

気持ちを落ち着けた状
態で始業出来る。

「落ち着いて朝のスタート
が出来る。」回答８０％以
上。

検定に合格することを
通して、向上の喜びを
知る。

各学年、漢検または英検
の受験者が学年の３割

・自学ノートの充実
・各種課題の在り方検討

自分から学習する習慣
を身につける。

自学ノート提出率が９０％
以上

・中学校教員による出前授
業

中学校での学習とのつ
ながりが理解できる。

事後アンケート肯定的評
価が８０％以上

・高校教員による出前授業
　（長期休業中）

高校の授業のイメージ
を持つことができる。

事後アンケート肯定的評
価が８０％以上

H27年度は、シラバ
ス活用を活用した授
業の実践を行う。

第５次案を作成して
いく。

ー ー

ー ー

・小６体験入学の実施
事後アンケート肯定的評
価が８０％以上

岩美中と岩美高で生徒会と
協力して愛郷活動を企画、
実施する。（中高）

中高での愛郷活動を年1回
以上実施する。（中・高）

岩美中学校１年生
が敬老会との給食
等の交流を行う。

地域の人との触
れ合い

敬老会との合同給食などの
実施

計画的に地域の方と交
流を行う。

生徒の振り返りに高齢者
への肯定的な考えが多く
みられる。

地域教材の実践 熊井浜研修、ジオパーク学
習など地元での現地学習

地域のよさを知り、地域
の一員として働きかけ
ることができる。

地理的、理科的、歴史的
等、様々な視点を盛り込ん
だ学習が実施できる。

地域貢献 地域行事（各地区運動会、
ボランティア活動、町教委・
公民館・自治会主催行事）
への積極的参加の促進

生徒が地域の行事やボ
ランティア活動へ積極
的に参加することがで
きる。

地域の行事や活動に年1
回以上参加した生徒70%以
上（中・高）

・小学校の学習内容とのつ
ながりを見直し、既習内容と
本時の学習内容のつながり
を持たせる授業の展開

・教職員アンケート項目変更

・第５次案は作成しない
　→活用の見込みが薄いた
め

系統性が考慮された授
業展開によって、校種
間のギャップが軽減す
る。

教職員アンケート「小中の
学習内容のつながりを意
識した授業を実施した」肯
定評価８０％

・朝読書へ完全移行
・いわみ漢字検定、計算検
定の廃止
　→漢検、英検の受験促進
・生徒質問紙の内容変更

自尊感情を高め、コミュ
ニケーション力を育てる
活動を経験することで、
児童生徒のつながりが
強くなる。

ふれあいタイム、「話す・聞
く」の指標の活用
＜学習指導部＞

・小６・中２交流会の実施
年齢の上下のつながり
の良さを体感できる。

事後アンケート肯定的評
価が８０％以上

スクラム教育
重点努力目標

平成27年度　スクラム（学校間連携）委員会　年間分掌マネジメント　岩美町立岩美中学校

スクラム教育の目標

スクラム教育のテーマ

小１プロブレムや中１ギャップなど異校種間で子どもの「育ちや学び」がとぎれないよう、縦(校種間)や横(家庭・地域)の連携を大切にし、めざす
子ども像の実現に向けた教育を推進する。

めざす子ども像「自立する子」「人とのつながりを大切にする子」「岩美町を好きになる子」の達成

(1)発達段階を考慮に入れた教育活動を創造する。
(2)校種間を越えてた重複的連続性と校種間連携による学習（遊び）を創造する。
(3)スクラム教育の取組について、保護者や地域に向けて情報発信を行い、協働する。

岩
美
町
を
好
き
に
な
る
子

地域の「ひ
と・もの・こ
と」に親し
み、岩美町
を好きにな
る。

小中９年間を見
通したカリキュラ
ムの実施

人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
子

自尊感情を
高めるととも
に他者理解
を深め、コ
ミュニケー
ション力を
身につけ
る。

人間関係作りの
基礎である、話
す姿勢、聞く姿勢
の育成をする。

校種間連携によ
り児童・生徒の心
理的不安の軽減
を行う。

学
び
続
け
る
子

目標を持っ
て学び（遊
び）、校種間
ギャップを
克服する。

H27年度４月にＨ26
年度作成分を配付
し、活用する。

町内の保育所・学校
に公開する。（略案
可）

校種間連携に
よって段差を軽
減する。

めざす
子ども像

自
立
す
る
子

生
活
習
慣
の
確
立

学び続ける姿勢
の基礎作りを行

う。

学校評価の教職員
アンケート（年2回　7
月・12月）を活用
ウォーミングアップタ
イムの実施
いわみ漢字・計算検
定の実施

「確かな学
力」の基盤
となる望まし
い基本的生
活習慣を身
につけてい
る。


